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1． は じめに

　近年、ヘ デラ類の 早期壁面緑化手法 と して ヤ シ ガラ

系登ハ ン 資材 （壁面緑化パ ネル ）
1）2｝

が利用され て い る。

今回、高速道路 の 橋脚 で試験施工 された ツ ル 性植物にお

い て 、ヤ シガラ系登ハ ン 資材の 登 ハ ン 被覆促進効果及び

混植時の 生育状況 を報告する。

2． 施工 概要

　施工 地 は名神高速道路と東海北陸自動車道の交わ る
一

宮 JCT （愛知県
一・一宮市）で あ り、1999 年 4月に施工 した。

　試験区は橋脚 10本に、吸着型 ツ ル 性植物 6 種、登ハ

ン資材 2種を用い 、表
一1 に示す組み合わせ で、計 6パ

タ
ー

ン設けた 。 なお、橋脚は コ ン クリ
ー

ト製で周囲 は 7．1
〜17．5m 、平均 12．　8m あ り、登ハ ン資材を高 さ3m まで

・

設置 した。

写真一1

　登 ハ ン 資材は 、耐候性の ヤ シ ガ ラ マ ッ トに 厚 さ

3〔  、メ ッ シ ュ 間隔 160  の ウェ
ーブメ ッ シ ュ 金網を取

り付けた もの （ヤ シ マ ッ ト＋金網）とウェ
ー

ブ メ ッ シ ュ

金網の み の 2種類を用い た。

　植栽基盤は複合土壌改良材 （OH−C）を 20％ 混合した

客土 を橋脚に 沿 っ て幅 50cm、深 さ20　cm に 入 れた。植栽

に際 して は緩効性肥料 （12−6−6）を 1株当た り 75g 施用

し、表面に樹皮 マ ル チ ン グを施した。さらに、現地は橋

脚下で 十分な雨水 の 供給が期待 で きない ため、高速道路

路面上 の 雨水を有効利用した暗渠型灌水設備 を設置した。

（図一1）

灌水設備 （油分 除去設備） ％性植物

試験区全景

　　　　 表
一1 試験区概要と被覆率の調匱結果

（灌水 用）
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3， 調査の 内容

　橋脚の東西南北 4方向か ら写真撮影を行い 、それ を基

に ツル 性植物が橋脚の コ ン クリ
ー

ト面をどの 程度被覆し

たか を調 べ 被覆率 とした。また、ノウゼ ン カズラの よ う

に下部の 葉がなくなっ てきた場合は被覆面積に入れない

こ ととした 。 また算定は、登 ハ ン 資材 の あるなしにか か

わ らず、登 ハ ン 資材の 設置 して ある高さの 3m まで とし、

そ の 高さ以上 の 被覆につ い て は算定 しない こ ととした。

また、調査は、植栽後 6 ヶ 月後の 1999年 10月 26 日 と

1年 6 ヶ 月後の 2000年 10月 25 日の 2 回行っ た。

4， 結果と考察

各区の 被覆率 の 調査結果を表
一1 に示す。6 ヵ月後 の

調査では、すべ て の もの が生育良好であ っ た。冬期 に路

面か らの凍結防止剤 （塩化ナ トリウム ）の 混入を避 ける

目的で 、2 ヶ 月程度暗渠型潅水を中止 して い たた め、
一

部で 乾燥による枯れが見 られ た。さらに 2  年の 夏は

例年よ り降雨が少 なく、枯損に はい たらな い まで も
一
部

の樹種 で枯れ戻 りや生育不良が 発生 してい た。こ れ らの

こ とより北面 を除 い た他 3面 で 前年 より低 い 被覆率が発

生 した。

　従っ て 登ハ ン 資材の効果検討 に は、枯れ戻る よ うな強

い 土壌 の 乾燥害を受けて い る もの が あ る東南西面を除き、

　　　　　　　　　　 va・6ケ 月後 　 ■ 1 年6ヶ月後
　 　 100

80

被
　 　 60
覆
率
　 　 40

％
20

0
金網

C

ヤシマット＋金網

図一2 ヤシマットの 効果

D

写真一2　ヘ デラヘ リッ クス
・ビグノ ニ ア

　　　　 ヤ シ マ ッ ト＋金網　1 年 6 ヶ 月

今回 は最も乾燥害が少くか つ 枯れ戻 りの ない 北面のみで

比較を行 っ た 。

（1）ヤ シ マ ッ トの 効果

　従来 ヘ デラ類は登 ハ ン 促進 の ため、登ハ ン 補助材に金

網を利用し、かつ 登 ハ ン が早い ビグ ノニ ア との 混植がし

ばしば行われて い る。ヘ デラ類の 気根の発生を促すため

ヤ シ マ ッ トを入 れた金網区（D ）、と金網の み区（C ）の 被

覆率を比較した。その結果を図
一2 に示す。試験区 C ，

D の 値はそれぞれ 2本 の 橋脚 の 平均値 で ある。6 ヵ 月後

は金網の みが 25．0％ 、ヤ シ マ ッ ト＋金網が 36．5％ で約 1．5

倍ヤシ マ ッ トの ある方が大きく、1年 6 ヶ 月後は それぞ

れ 60．0％ 、80．0％ と約 L3 倍大 きくなっ た。従 っ て、ヤ

シ マ ッ トを利用する こ とで 6 ヵ月後に 5 割、1年 6 ヶ月

後 で 3 割の 被覆率向上 が で き、ヤシ マ ッ トは 登ハ ン 被

覆に十分貢献して い た。

　生育の特徴と して、ヤ シマ ッ ト付の場合は ビグ ノ ニ ア

よりヘ デラヘ リッ クス の 方がよく繁茂し、ヘ デラも面的

な広がりを して い る 。 ヤ シ マ ッ ト付を写真
一2 にヤシ マ

ッ トなしを写真一3に示す。

（2） ナ ツ ヅタ ・オオイタ ビ におけるヤ シ マ ッ ト＋金網

　　 の効果

　 ヤ シ マ ッ ト＋金網が ヘ デ ラ類の登 ハ ン に顕著な効果が

ある こ とは 実証 され て い る
D
。そ こ で 、ナ ツ ヅタや オ オ

イタ ビ の ように登 ハ ン資材 を用 い なくて もよい とされて

い る樹種につ い て、登ハ ン促進効果を比較した。こ こで

は、ナ ツ ヅタとオ オ イタ ビの混植に よ る 比較を行い 、そ

の 結果 を図
一3に示す 。 6 ヵ 月後は登 ハ ン 資材な しが

24．O％ 、あ りが 41．0％ で約 1．7倍、1年 6 ヵ 月後は そ れ

ぞれ 55．0％ 、90．0％ で 約 1．6倍と大きくな っ た。従 っ て

ヤシ マ ッ ト＋金網はナ ツ ヅタ ・オオイタ ビ の 混植に対 し

て 6 から 7 割の被覆率向上効果があ り、吸着力の強い

吸着型ツル 性植物に お い て も、十分な登ハ ン被覆促進効

果 が あるとい える。

　 生育の 特徴 として は 、ヤ シ マ ッ ト＋ 金網 の 場合はナ ツ

ヅタよ りもオオイ タ ビ の 方が顕著に生育が よ く被覆 して

い る （写真一4 ）。登 ハ ン 資材なしの 場合は反対 で ナ ツ

写真
一3　 ヘ デラヘ リッ クス ・ビグノ ニ ア

　　　　 金網のみ　 1 年 6 ヶ 月
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ヅタの 方が生育よく被覆面積も大きい （写真
一5）。

　これ らの原因と して、コ ン ク リ
ー

トの アル カ リ害や、

ヤ シマ ッ トの保湿機能、夏期におけるコ ン ク リ
ー

ト壁面

の 温度上昇な どの 影響が考え られる。ナ ツ ヅタは コ ン ク

リ
ー

トの アル カ リ害に強 い た め、オ オ イタ ビは ヤ シ マ ッ

トの よ うな保湿機能があると登ハ ンが促進 されやすい の

かなどの調査検討を今後する必要がある。

（3） 混植区における登ハ ン状況

　　　　　　　　　　　　囮 6ケ 月後 ■ 1年 6ケ月後
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図
一3 ナツヅタ

・オオイタビにおける

　　　ヤシマット＋金網 の効果

写真一4　ナツヅタ・オオイタビ

　　　　 ヤ シ マ ッ ト＋金網　 1年 6 ヶ月

写真
一5　 ナ ツ ヅタ・オオイタ ビ　登 ハ ン 資材な し

　　　　落葉 して い るのはナ ツヅタ　 1 年 6 ヶ 月

56

　ヤ シ マ ッ ト＋金網 の 登ハ ン資材を利用した各試験区の

被覆率を図一4 に示 し、登ハ ン状況を以下に述べ る。

（の ヘ デラ ヘ リッ クス ・ノウゼ ン カズラ （試験区A ）

　 6 ヶ 月後に ノ ウゼ ン カ ズ ラ の多くはすで に高さ 3m

まで 到達 して お り、
4 試験 区の 中で

一
番被覆率がよ く

55．5％ で あっ た 。 1年 6ヶ 月後で は登ハ ン資材の設置し

たある高さ 3m を越えた ツル がそれ以上 に登ハ ン で きず、

1m か ら長 い もの で 2m 程度下垂 して い た。さらに、ノ

ウゼ ンカ ズ ラ は 下か ら 1 ない し 2m の 部分の 葉がほ とん

ど なく、ツル が露出して い る。ヘ デラ ヘ リッ ク ス も成長

がよく、 高 さは 2か ら3m まで登はん して い る。 しかし、

初年度に ノ ウゼ ン カズラが登はん したとこ ろ （下部の葉

がなくなっ たツ ル の 周辺）は その影響で ヘ デラの被覆が

され て い ない （写真
一6 ）。 従 っ て、 1 年 6 ヶ 月後は被覆

率が低く試験区中で二 番目の 75．0％ で あ っ た。

　この 区の 特徴は、初期にノウゼ ン カズラで早期被覆を

し、その後ヘ デラにより未被覆部や ノ ウゼ ンカズ ラの 枯

れ下が り部を覆い 、全体と して の被覆率を維持して い る。

（li）ヘ デラヘ リッ ク ス
・

ヘ デラカ ナ リエ ン シ ス （試験

　　 区 B ）

　6 ヵ月後は 4 試験区中 2番 目の 43，5％ で あ り、1年 6
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　　図
一4 混植における被覆率

　　　　 （ヤシマット＋金網）

写真一6　 ヘ デラヘ リッ クス ・ノウゼ ン カズラ

　　　　 ヤ シ マ ッ ト＋金網　 1年 6 ヶ 月
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ヶ 月後は 92，5％ と最も被覆率が よ い （写真
一7）。登ハ

ン は ヘ デ ラカ ナ リエ ン シ ス の方が 早 く優先して い るが 、
ヘ デラヘ リッ クス もその あ とで登はん して い る。

　こ の 区の特徴は 、ヘ デラがツル を登 は ん させ なが ら途

中で 分枝を行っ てい るため登ハ ン して い る高さ以下が密

度の 高い 被覆がなされ見栄えが良い こ とで ある。また、

登 ハ ン面 も均質性が高い 。ただ し、登 ハ ン 速さは、ノ ウ

ゼ ン カズ ラ、ビ グノ ニ アに比 べ 遅い
。

（丗 ）ヘ デ ラ ヘ リッ ク ス ・ビ グ ノニ ア （試験区 D ）

　 6 ヵ 月後は ビグノ ニ ア が 2 か ら3m 程度登 は ん した

が 、分枝をせ ず に 1 ツ ル 1本 の み の 垂直登ハ ンの た め被

覆率 で は 36，5％ と最低 で あ っ た。 1年 6 ヵ 月後 に はヘ

デラ ヘ リッ クス が被覆面積をか せ ぎなが ら登はん して き

た た め 80，0％ となっ た （写真
一2）。

　こ の 区の 特徴は、登 ハ ンカの ある ビ グノ ニ ア に初期登

ハ ン を迅速に させ 、その 後ヘ デラにより被覆面積をかせ

い で い るこ とで ある。ビ グ ノニ ア は登 ハ ン が早 い が、横

広が りがな くあまり見栄えが良くない （写真一8）。

（iv）ナ ツ ヅタ
・
オオイタ ビ（試験区 E ）

　 6 ヵ 月後はオオイタ ビ が分枝 しながら高さ 1 か ら2m

程度まで よく登はん し被覆率 41．　O％ で あっ た。ナ ツ ヅ

タは （2） で 述 べ たように オオイ タ ビに 比 べ 成長が よ く

な か っ た。1年 6 ヵ 月後 も引き続き オ オイ タ ビが優先し、
90．0％ とな っ た

。 また
、 オオイタ ビ は、

一
部分枝 した ツ

ル が下垂 し始めて い る （写真一4 ）。

　こ の 区の特徴は 、ヘ デラヘリッ クス ・カナ リエ ン シ ス

区と同様に分枝を行い なが ら密度の 高い 均質な見栄えの

良い 被覆 を行 っ て い る こ とで あ る。

5． まとめ

　ヤシ ガ ラ系登ハ ン 資材で あるヤ シ マ ッ ト＋ ウェ
ーブメ

ッ シ ュ 金網には、以下の効果が確認で きた。

　  ヘ デラヘ リッ ク ス とビグノ ニ ア の 混植におい て 、

　　　金網の みに 比べ 、3 〜5 割の 登ハ ン 被覆面積の 促

　　 進効果があ っ た
。

　  　吸着力の 強い ツル 性植物で あるオオイタ ビ とナ ツ

写真一7 ヘ デラヘ リッ クス
・ヘ デラカナ リエ ン シス

　　　　 ヤ シマ ッ ト＋金網　 1 年 6 ヶ 月

　　　ヅタ の混植に お い て、登 ハ ン 資材な しに 比 べ 、6

　　　か ら 7割の 登 ハ ン 被覆面積の 促進効果があっ た
。

　こ の登ハ ン資材を利用した混植試験で は、以下 の点が

明らか にな っ た。

　被覆率は 6 ヵ 月後で 36，5％ から 55．5％、1年 6 ヵ 月

後で 75．0％ か ら 92．　5％ と成績は良好であっ た。

　ヘ デラヘ リッ クス ・ヘ デ ラカナ リエ ン シ ス 及びナ ツ ヅ

タ・オオイ タビ は 1年 6 ヶ月の被覆率が 90％ 以上あり、

登ハ ン密度が高く、登ハ ン 面 も均質で 大変見栄えが良 い。

　ヘ デラヘ リッ クス ・ビ グ ノ ニ ア は、被覆率 80％ で あ

り、ビグ ノニ ア の 登 ハ ン は早 い が横広 が りが ない た め縦

方向 に被覆されない とこ ろが筋状に残りやすい
。

　ヘ デ ラヘ リッ ク ス ・ノウゼ ン カ ズラは 1年 6 ヵ月後被

覆率が 75％ で あり、ノウゼ ン カ ズラの 登 ハ ン が著 しく

早い が、反面下部の 枯れ上が りがあ り、かつ 頂上まで 登

っ て しま っ た ツル は大きく しなだれ る。ヘ デラヘ リッ ク

ス は 、ノ ウゼ ン カ ズラの 繁茂 して い る面には あま り繁茂

しな い ため 、 冬期の 緑量は期待できない 。 今回の試験が

高さ 3m まで で ある が、ノウゼ ン カ ズラは これ以上に壁

面等が高い 場合に、利用 の 優位性が高い 。

6． あとがき

　本試験施工 は 圃場で の試験と異なり、限られた現場条

件の 中で 行 うた め、対照区の 設定や 日照、土壌水分な ど

が必ず しも同
一

で はない 。今後、この よ うな試験も含め

事例を増やすこ とに より、樹種と登ハ ン 資材との 関係を

確立 したい 。

　最後に本試験施 工 に あた り日本道路公 団一宮工 事事

務所及び名古屋建設局の方々 に多大な協力を得た 。 こ こ

に感謝の意を表すともに厚 く御礼申し上げる。
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